
3 人

同 上

説　　　明

自己評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

外部評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

総合評価

適・否

適・否

Ａ・Ｂ・Ｃ

抗体検査及び遺伝子診断の体制構築、市販キットとの比較・データ集積に関し
てほぼ計画通りに進めることができた。患者発生頻度の高いダニ媒介性疾患に
ついて、道として必要とされる検査項目を新たに追加することができた。

評価結果 継続判定

○ 研究の進捗状況

年 次 等

①ライム病の従来の検査法と市販キットの比較
②遺伝子診断法の検討　③その他のダニ媒介性疾
患の情報収集

進 捗 状 況

行政検査と併行して診断用キットとの比
較を試み、データを集積した。全血を入
手した際にはPCR法を試み遺伝子診断の
体制も整えた。

①遺伝子診断法の検討　②回帰熱ボレリア道内株
の抗原性の検討　③その他のダニ媒介性疾患の情
報収集

　・  道内のライム病発生数は、全国の約３～４割をしめており、緊急に迅速的な検査法を確立する必要がある。
　・　北海道感染症予防計画に沿って、感染症の発生予防及び蔓延防止に重点を置いた事前対応型行政に転換する
　　上で情報収集、検査法の確立は、必要不可欠である。

主な目標（項目）

　・　北海道感染症予防計画に沿って、ダニ媒介性疾患であるライム病・回帰熱の診断法を確立し､感染症の発生
　　予防・及び蔓延防止に重点を置いた事前対応型の行政転換に寄与するとともに、得られた結果については、
　　保健所の試験検査に反映できるよう研修会などを通じ周知を図る。

○ 成果の活用策（活用の可能性）

○ 研究ニーズ（背景、必要性、緊急性）

○ 道が取り組む必要性

　・　2013年1月、マダニに咬まれウイルスに感染した重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の国内初症例の報告
　・　同年、過去にライム病と診断された道内患者の保存血清中から、２名の回帰熱患者を検出
　・　ダニが媒介する病原体はウイルス、細菌、リケッチア等多岐に渡り、道内でもヒトへの感染事例や
　　病原体が確認されている
　・　感染症法で報告が義務づけられている感染症についても、迅速な検査法が確立されていないものが多く、
　　ダニ媒介性疾患検査法の研究が喫緊の課題となっている。
　・　緊急課題のライム病と関連疾患の回帰熱診断に対応しながら、他疾患の検査法の導入検討が求められてい
　　る。

①回帰熱ボレリア道内株の抗原性の検討　②その
他のダニ媒介性疾患の情報収集

平成２９年度

平成２７年度

平成２８年度

研究内容

研究期間 平成２７～２９年度

  感染症法、北海道感染症予防計画（第４版）
関係施策
行政検査

　本研究は、ダニ媒介性疾患であるライム病や回帰熱の診断法として、抗体検査及び遺
伝子検査の体制を構築するなど、道内のダニ媒介性疾患発生に備える上でも非常に重要
な研究で有り、今後とも着実に研究を進める必要がある。

平成２８年度　一般試験研究　中間評価調書

中間２
課題
番号

２６０５  ダニ媒介性疾患検査法の導入に関する基礎研究

  これまで培ってきた知見・技術を活かし、ライム病と回帰熱との抗体検査による鑑別に併せ、遺伝
子診断も導入しながら検査方法の充実化を図る。また、他のダニ媒介性疾患にも対応の幅を広げるこ
とを視野に情報法収集を行うとともに、迅速な検査法を研究し、もって道民の健康に寄与することを
目的とする。

　・  診断用抗原、陽性コントロールを確保し、従来法と市販キットの比較を行う。
　・　必要な遺伝子診断法の導入に加え、回帰熱ボレリアの道内株について調査する。
　・　ライム病・回帰熱以外のダニ媒介性疾患についての情報を収集し、道としての検査対応等に
　　ついて研究を進める。

課　題
担当者

研究目的


